
平成 26年１ 月８日  
動 物 衛 生 課 
(更新：平成26年10月14日)  

 
世界での豚流行性下痢（PED）の発生状況について 

 
１ 初発 
豚流行性下痢（PED）は、1971年に英国で最初に報告された。1978年、ベルギーに

おいて、豚伝染性胃腸炎（TGE）ウイルスと異なるコロナウイルス様粒子が確認され、

本疾病の原因ウイルスであることが報告された1), 2), 3)。 
なお、PEDは国際獣疫事務局（OIE）のリスト疾病ではないため、各国は本病の発生

をOIEに通報する義務はないが、最近の本病の状況を踏まえ、OIEにおいて専門家によ

る議論が行われることとなった4)。 
 

２ 欧州地域 
これまでに英国、ベルギー、チェコ共和国、ハンガリー、イタリア、ドイツ、スペイ

ン及びスイスにおいて確認されており、散発的に発生している1), 2), 3), 5)。 
 

３ アジア地域 
（１）中国 

初発は1973年とされ、1984年にPEDウイルスの検出が報告されている6), 7)。2010
年以降、新型のPEDウイルス株の大規模な流行が報告されており7), 8)、100万頭以上の

子豚が死亡したとされている8)。 
ハルビン獣医学研究所が中国全土を対象に、2011年2月から2012年11月までの期間、

PEDの分子疫学的調査を実施した。中国の海南省及びチベット自治区を除く29行政区

域を調査した結果、79.66%（141/177）の農場でPEDウイルスが検出された。また、

33の分離株についてS遺伝子の配列を比較した結果、13株が従来型（韓国・日本・ベ

ルギーで分離された株に類似）であり、20株が新型のPEDウイルス株であった。この

結果から、中国国内では、新型のPEDウイルス株が主に流行していると結論付けてい

る7)。 
 

（２）韓国 
1992年にPEDの発生が確認*され、1990年代に流行があった。韓国政府当局は、2013

年11月末以降、PEDの発生が増加していることを報告している9), 10)。 
2013年12月から2014年1月までの期間に韓国で分離された株について遺伝学的解

析が実施された結果、従来韓国で流行していた株とは異なり、2013年に米国で分離さ

れた株と近縁であることが確認された。さらに、2013年5月に回収された糞便検体か

らもPEDウイルスが分離されており、本株もまた米国株と近縁であることが確認され

ている11)。 
*）1987年には発生していたとする報告がある12)。 
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表 1 韓国における豚流行性下痢の近年の発生状況 9),10)  
年度 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14.7 月 
発生件数 44 25 30 36 21 18 12 5 1 12 124 
発生頭数 9,145 3,652 10,258 13,724 12,531 6,850 3,092 289 10 4,703 25,514 
* 発生件数、頭数の総数 : 328 件、89,768 頭(’04～’14. 7月) 

 
（３）台湾 

2007年2月に初めてPEDの発生が報告13)され、2014年1月以降、主に中南部で中国

及び米国での発生と同様のウイルス株による発生が報告されている14), 15)。台湾当局は

2014年8月25日、2014年の一連の発生をOIEへ報告16)。 
 

（４）日本 
1982年にPEDを疑う子豚の下痢症の発生が報告17)され、1990年代になって流行が

あった。2013年10月、7年ぶりに発生が確認された。2014年2月に一時的に発生件数

が減少したが、同年3月から4月にかけて発生地域の拡大及び発生件数の増加がみられ

たため、情報提供の観点から、同年4月25日、一連の発生をOIEへ報告18)。 
 

表2 日本における豚流行性下痢の近年の発生状況 
 2001 2002～2005 2006 2007～2012 2013 2014 
戸数 2 0 1 0 45 774 
頭数 2,218 0 3 0 8,971 1,224,731 

（2014年は10月6日現在の速報値） 
 

（５）その他 
ベトナム、タイ及びフィリピンでPEDの流行が確認されている3)。 
 

４ 北米・中南米地域 
（１）米国 

昨年（2013年）4月に初めてPEDの発生がオハイオ州において確認された。その後、

発生は急速に拡大し、2014年10月9日現在、31州において、8,560件の発生が報告され

ている19), 20)*。米国では、PEDの発生に関する法的な報告義務はなかったが、2014年
4月18日、米国農務省（USDA）は、PEDに報告義務を課す計画を発表21)し、同年4月
21日、OIEへ一連の発生を報告22)、同年6月5日に連邦政府命令により報告義務が課さ

れた23)。2014年6月16日、USDAは米国で初となるPEDワクチンの条件付き承認を行

った24)**。 
なお、現在、米国で流行しているウイルスの由来については、遺伝的系統解析の結

果、2010年以降中国で大規模に流行している新型のPEDウイルス株と高い遺伝的類似

性を持つことから、中国を由来とする可能性が高いと考えられている25)。 
*)米国における豚流行性下痢の発生件数の報告は、全米養豚獣医師協会によるものであったが、

2014年4月16日以降、米国農務省の公表情報となった26)。 
**)条件付き承認とは、効果が期待できると証明されたワクチンについて、緊急事態や特別な事

情がある場合に期限付きでとられる措置であり、今回はPEDウイルスを管理できる生物学的

製剤がないため、2年間を期限として承認された27)。 
 
（参考）米国における豚飼養頭数は、6,290 万頭 (2014 年 3 月 1 日時点)、養豚経営体数は、68,300 (2012 年) で
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あり、飼養頭数上位 10 州は次のとおり。（①アイオワ、②ノースカロライナ、③ミネソタ、④イリノイ、⑤

インディアナ、⑥ネブラスカ、⑦ミズーリ、⑧オハイオ、⑨オクラホマ、⑩カンザス）「USDA/NASS Quarterly 

Hogs and Pigs」、「USDA/NASS Farms, Land in Farms, and Livestock Operations 2012 Summary」より 

  

 
 
 
（２）カナダ 

2014年1月にオンタリオ州で初めて発生が確認*され、その後、2月にマニトバ州、

プリンスエドワードアイランド州及びケベック州でも発生が確認されている 28),29)。

2014年2月に子豚用の飼料原料として使用された米国産の豚血しょうから感染能を有

するPEDウイルスが検出された旨カナダ食品検査庁（CFIA）が発表を行った30)。そ

の後のCFIAによる調査の結果、豚血しょうを含むペレット状飼料は感染能を有してお

らず、カナダ国内のPEDの発生と飼料との間では関連性のないことが確認された。引

き続き、CFIAは調査を実施している31)**。2014年4月26日、CFIAはOIEへ一連の発生

を報告32)。 
*)1980年にケベック州の豚から、コロナウイルス様粒子が確認されたとの報告がある3)。 
**)我が国においても米国から飼料用の豚血しょうたん白を輸入しているところ33)であるが、①

原料の血液は、健康な豚から収集され、衛生的に取り扱われたものであること、②豚血しょう

たん白は、PEDウイルスを不活化する噴霧乾燥方法により製造されたものであること、③船

舶による輸送により製造から日本到着まで２か月程度の時間を要しており、PEDウイルスの

生残期間（乾燥飼料中で1週間といわれる。）を超えていること、④輸入後も、造粒、熱風乾燥

等の工程を経て飼料とされていること、⑤念のため実施した（独）動物衛生研究所における感

染試験（バイオアッセイ）においても、米国産豚血しょう中に感染能を有するPEDウイルス

は確認されなかったこと等現時点で得られている科学的知見では、米国産豚血しょうたん白が

PEDの感染源となるリスクは無視できるものと考えられる。引き続き、情報の収集に努め、

新たな知見が得られれば提供する。 
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（３）その他 
メキシコ、ペルー、コロンビア及びドミニカ共和国でPEDの発生が確認されており、

2014年5月21日にメキシコ、同年6月9日にコロンビア、同年6月13日にドミニカ共和

国の政府当局がそれぞれOIEへ一連の発生を報告34), 35), 36), 37)。なお、メキシコ、コロ

ンビア及びドミニカ共和国で検出された株は米国株と近縁であることが確認されてい

る36), 37), 38)。  
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